













































る。広告面 が大 き くな り,最 初の ころは,映
画館名,映 画題名 と もに明朝体活字 を使用 し
て いたのが,そ の活字 を太 くし,大 きくする
ことで始 まり,さ らによ り強 い印象 を与 える
ため に活字 は描 き文字 による太字 ・大文字化
へ と展開 して行 く。 また,広 告面 も縦横 とも
に広が り,大 型化 しで ゆ く。題名太字広告 の
最初 「朝 日座 ・炎 の絆」1916.10。館 名太字
広告 の例 「朝 日座 ・魔 海」1916.11.1。新聞
1段全幅使用広告 の最初 「敷島倶楽部 。天空
の偉観 」1919.9.19。新 聞2段 全 幅使 用広告
の最初 「敷 島倶 楽部 ・カ ビリア」1922.5.12
及 び 「朝 日座 ・テオ ドラ」1922.6.1。新 聞1
段全幅使用で,文 字 は太字体 というのがその








































は描 き文字 による広告はあまりなかった し,
あっても活動文字に類するような例はなかっ
たからである。
東京では蔓文字
東京朝 日新聞紙上における映画広告でも,
題名は主に太字体で書かれていたが,そ の他,
古田のいう 《蔓文字》による表現も目立っ。
画の前後を蔓状に伸ばすのだ。例えば,松竹
直営新富座 ・無花果 ・はたちの頃」1924.6.9。
「キネマ封筒」の広告で商品名が蔓文字で書
かれている(1924.3.18,大阪朝 日)の は,
蔓文字が映画を連想させる流行文字だったこ
とを思わせ る。東京紙上に活動文字が最初に
登場す る広告は浅草千代田館 「ダンテ地獄篇」
1925.5.8である。
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新書体誕生の背景
諸書体のなかから活動文字体が何故選ばれ
たのかを示す直接的な証拠はないが,間 接的
には敷島倶楽部にくらべて後発の松竹座が,
新観客層の獲得をね らって導入 した宣伝策の
ひとっだったことは間違いない。松竹座は敷
島倶楽部の太字路線に対 して,明朝体を基調
にした新書体を,座名 とともに導入 したので
ある。
そのヒントになったのは,桃谷順天館と中
山太陽堂の広告競争にみられる文字表現であ
る。とくに中山太陽堂のクラブ石鹸広告は大
正8年3月 に京都高等工芸学校卒業の山六郎
が入社 してか ら,年々文字が洗練されていっ
た。そして,彼 は大正11年5月にはハイブロ
ウな雑誌 『女性』の題字を手がけるのである。
こうした文字表現にみられる洗練現象は化粧
品会社が頻繁に開催 していた観劇会によって,
興行会社松竹座と結びっくことになる。松竹
座広告を手がけた図案家は化粧品愛用の女性
を惹きっけるためにも,映画館名,映 画題名
ともども,鋭意洗練を心がけることになった
のである。
日本図案の近代化
活動文字が大阪で生 まれ,関東大震災後,
急速に復興を遂げた東京でも好んで使用 され
るようになったという現象 には二っの意味が
ある。ひとっは,図案における洗練化現象に
は近代的な産業とそれを支える大衆が存在 し
たということ,二っには,日本ではそのよう
な洗練化現象は東京への一極集中化現象の一
環として現れたこと,である。活動文字誕生
といった現象にも日本の図案(デ ザイン)近
代化現象を瞥見することができる。
